
　今回は、定例となっている国際農機展に合わせての開催で、事務局のスガノ農機様へ協力の打診をすると自社コマ内に10m角のス
ペースを「北海道土を考える会コーナー」として会期中を通してご提供頂けることとなり、役員会を重ねながら、展示内容を検討し、参
加者皆さんの交流の場を設けさせて頂きました。
　前回は様々な要因で、スガノ農機様の出展が直前まで不透明であったため、全国からの会員の受け皿として北海道土を考える会独
自のコマを設けましたが、それからのスガノ農機様の躍進は皆様の知るところです。こちらからのお願いに対して『土を考える会との
関係を大切にしたい』との思いで、ご快諾いただいた渡邊信夫社長、準備・運営に協力頂いた社員の皆さんには心より感謝申し上げ
ると共に、今後もより良いお付き合いをお願いいたします。

　北海道土を考える会は発会から50年
が近づいております。総会のなかでもお
話しさせて頂きましたが、今後は世代交
代をしながら会員の求める話題、新技術
を提供し、発展させていきたいと思いま
すので、更なるご協力をお願いします。
　最後になりますが研修会に参加頂い
た会員の皆様、ご協力頂いたスガノ農機
様の更なる発展、繁栄を願い研修会終
了のお礼とさせていただきます。ありが
とうございました。

北海道土を考える会 会長 田村裕良
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第46回北海道土を考える会終了のお礼

2023年8月8日

土を考える会会員の皆様におかれましては益々ご盛栄のこととお慶び申し上げます。

7月7日に北海道十勝川温泉にて開催をいたしました北海道土を考える会 第46回夏期研修会は、全道の会員、道外の会員の他、多数
の参加を頂き盛会のなか無事に終了できましたこと心から感謝申し上げます。

　研修会では、帯広畜産大学の谷教授をお招きし、肥
料高騰・品不足という、農家にとって最大の関心事に

ついてお話し頂きました。『土壌診断をすることで土の状態を知り、必要な肥料を与える事で土は最高の力を発揮する』をテーマとし
たご講演は、予定時間では足りないほどの中身の濃い内容でした。

　その後の情報交換会では、全道、全国の同志が情報を求めてそれぞれの
テーブルを回る姿に、以前に戻りつつある状況に感慨深いものを感じました。

～2023年7月7日開催～

情報交換会冒頭に、農家として初めて文科大臣表彰 科学技術賞を
受賞した吉田豊さん、本年度の十勝農業賞を受賞した武智唯浩さ
んに、新たに北海道土を考える会の役員となった田中賢衛さん、藤
内隆弘さんから花束が贈呈されました。（写真右から）

事務局を代表してご挨拶頂いたスガノ農
機 渡邊社長

エネルギッシュに話される谷教授

151名が参加した講演会場
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土カフェ（スガノ農機コマ内北海道土を考える会コーナー）

全国の会員モノリスを土の館から移設展示

ご来場頂いた方々の名刺と記名

雪国サミットの歩みパネル

小尾さん提供の白樺


